
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，2019年
12月に中国の武漢ではじめて報告された（重村他，
2020）。その後，世界各地で感染が拡大し，日本では
2020年 4月 7日に 7都府県，同月 16日には全都道府県
に緊急事態宣言が発令され，2020年 4月に新年度を迎
えた大学は，対面講義をオンライン講義へと切り替える
などの対応を余儀なくされるなど，大学生を取り巻く教
育環境は大きな変化を示した。
COVID-19パンデミックにより，孤独感や抑うつ状態

が高まったことが報告されており（藤本，2020），その
一因として感染予防症対策の一つである外出自粛そのも
のが影響しているとの報告もある（和田，2020）。大学
生においても，COVID-19流行により抑うつ状態が高ま
っていることが報告されており（Batra et al., 2021），そ
の原因として COVID-19に対する恐怖や（Tillman et al.,
2020），アルバイトなど就労機会を失うことによる収入
減などの経済的問題（勝間，2020）が指摘されている。
そこで，本研究では，COVID-19流行時おける大学生

の抑うつ状態に対して，COVID-19に対する恐怖と
COVID-19感染予防対策の程度及び学生特有のストレス
因子の影響について検討した。

対象と方法

2021年 6月から 7月にかけて，A 大学生を対象とし
て Google フォームを用いたオンラインによる横断的調
査を行った。オンライン上で，調査の手順と所要時間を
説明するとともに，本研究の参加は任意であり，本研究
に参加しないことや，途中でやめた場合であっても不利
益を被ることはないこと，得られたデータは統計的に処
理し，個人が特定されることはないことを説明した。そ
の上で，本研究への参加の同意をオンライン上で示した
場合にのみ，回答をしてもらった。

評価方法
日本語版 The Quick Inventory of Depressive Symptoma-

tology Self Report（QIDS-J）：抑うつ状態を測定するた
めに QIDS-J を用いた（藤澤他，2010）。各項目 0点か
ら 3点となっており，得点が高いほど重症度が高いとさ
れている。得点範囲は 0点から 48点である。QIDS-J で
は，正常は 0～5点とされているため（厚生労働省，
2009），本研究では，QIDS-J 得点が 5点以下を抑うつ状
態低群，6点以上を抑うつ状態高群とした。
日 本 語 版 Fear of Coronavirus- 19 Scale（FCV-19S）：
COVID-19に対する恐怖度を測定するために FCV-19S
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を用いた（太刀川他，2020）。FCV-19S は 5件法で 7項
目からなっている。各項目 1点から 5点となっており，
総得点の範囲は 7点～35点である。得点が高いほど，
COVID-19への恐怖が強いことを示す。本研究では，先
行 研 究（Midorikawa et al. , 2021 ; Tsipropoulou et al. ,
2021）から 16.5点を基準とし，16点以下を COVID-19

に対する恐怖低群，17点以上を COVID-19に対する恐
怖高群とした。
COVID-19 感染予防対策アンケート：COVID-19感染
予防対策（感染予防対策）をどの程度行っているかにつ
いては，自作アンケートを用いて測定した。アンケート
は，厚生労働省の資料（厚生労働省，2021a, 2021b,
2021c）を参考に，①換気の悪い密閉空間を避ける，②
多くの人が密集している場所を避ける，③互いに手を伸
ばしたら届く距離での会話や共同行為を避ける，④外出
時にマスクで鼻からあごまでを確実に覆い隙間がないよ
うにつける，⑤こまめに石鹸で手を洗う，⑥こまめに手
指を消毒する，⑦咳をする際にマスク，ティッシュ・ハ
ンカチ，袖，肘の内側などを使って口や鼻をおさえる，
の 7項目について尋ねた。回答方法は，その出来事に関
して 1点（全く当てはまらない）から 4点（とてもあて
はまる）とし，7項目の合計得点が高いほど，感染予防
対策を行っているとした。本研究では合計得点が平均値
よりも低い群を感染予防対策低群，高い群を感染予防対
策高群とした。
Stressor Scale for College Student（SSCS）：大学生の一般
的なストレス因子を測定するために SSCS（菊島，
2002）を用いた。SSCS は 38項目で構成され，家族ス
トレス 10項目，友人ストレス 11項目，学業ストレス 6

項目，充実感の乏しさ 8項目，アルバイトストレス 3項
目の 5下位尺度からなる。それぞれの項目について，出
来事に関する経験頻度を 0点（なかった）から 2点（よ
くあった）の 3段階で，また不快度を 0点（全然気にな
らなかった）から 3点（非常に嫌だ）の 4段階で回答
し，経験頻度の得点と不快度の得点を掛け合わせたもの
をストレス得点とし，ストレス得点をそれぞれの項目数
で割ったものをストレス平均得点とする（岡安他，
1992；嶋，1992）。ストレス平均得点が高いほどそのス
トレス因子が強いことを示す。また，ストレス基準値は
ストレス平均得点 3.9点と便宜的に設定されることから
（菊島，2002），本研究では 3.9点以下をストレス低群，
3.9点越えをストレス高群とした。

評価項目
抑うつ状態高低に対する，COVID-19に対する恐怖，

感染予防対策の程度，SSCS の 5下位尺度ストレス（家
族ストレス得点，友人ストレス得点，学業ストレス得
点，充実感の乏しさ得点，アルバイトストレス得点）が

及ぼす影響を調べた。

統計解析方法
抑うつ状態高低 2群を従属変数，COVID-19に対する

恐怖高低 2群，感染予防対策高低 2群，COVID-19に対
する恐怖高低 2群と感染予防対策高低 2群の交互作用
項，SSCS の 5下位尺度ストレス度高低 2群，および
COVID-19に対する恐怖高低 2群と SSCS の 5下位尺度
ストレス度高低 2群の交互作用項，感染予防対策高低 2

群と SSCS の 5下位尺度ストレス度高低 2群の交互作用
項を独立変数とする変数増加法（尤度比）による二項ロ
ジスティック回帰分析を行った。統計には SPSS Statis-

tics 29 For Windows を使用した。有意確率は両側 5％と
した。

結 果

対象者数は 272名（男性 61名，女性 210名，その他
1名）で，年齢は 19.62±1.61（平均±標準偏差）であっ
た。QIDS-J 得点は 6.34±4.81点あった。FCV-19S は
16.26±4.52点，感染予防対策は 21.96±3.32点であっ
た。SSCS の家族ストレス平均得点は 1.53±1.32点，友
人ストレス平均得点は 1.58±1.22点，学業ストレス平均
得点は 2.56±1.47点，充実感の乏しさ平均得点は 1.87±
1.37点，アルバイトストレス平均得点は 0.95±1.27点で
あった。各項目における高低 2群の人数と割合を Table

1に示す。
変数増加法（尤度比）による二項ロジスティック回帰

分析の結果を Table 2に示す。COVID-19恐怖と感染予
防対策，およびこの 2要因を含む交互作用項は抑うつ状
態の高低に影響しなかった。一方，ストレス因子の中
で，学業ストレス高群は抑うつ状態高群に約 3倍なりや
すく（OR: 2.971, 95％ CI: 1.540～5.731），アルバイトス
トレス高群は約 5.5倍なりやすいことが示された（OR:
5.545, 95％ CI: 1.185～25.951）。

Table 1 各項目における高低 2群の人数と割合

低群 高群
抑うつ状態
COVID-19に対する恐怖
COVID-19感染予防対策
SSCS
家族ストレス
友人ストレス
学業ストレス
充実感の乏しさ
アルバイトストレス

143（52.6％）
152（55.9％）
122（44.9％）

259（95.2％）
259（95.2％）
217（79.8％）
243（89.3％）
257（94.5％）

129（47.4％）
120（44.1％）
150（55.1％）

13（ 4.8％）
13（ 4.8％）
55（20.2％）
29（10.7％）
15（ 5.5％）

注）括弧内は行内での割合を示す。COVID-19：新型
コロナウイルス感染症，SSCS: Stressor Scale for
College Student
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考 察

COVID-19流行時（2021年 6月～7月）における大学
生の抑うつ状態に対する COVID-19への恐怖，感染予
防対策の程度，および学生特有のストレス因子の影響を
検討した。結果として，COVID-19への恐怖や感染予防
対策の程度は大学生の抑うつ状態に対して影響しない
が，学業ストレス因子とアルバイトストレス因子が抑う
つ状態を高めることが示された。
対象学生の抑うつ状態は QIDS-J 得点の平均点 6.34が

示すように軽度のうつ状態にとどまっており，COVID-
19非流行時におけるにおける大学生の抑うつ状態と同
等であった（塚原，2011）。FCV-19S の平均点は 17点
を切り COVID-19への恐怖も高くなかった。感染予防
対策の平均点は 22点に近く，それぞれの感染症対策項
目で考えると 3点以上となり，適切に行われている場合
が多くなっていた。また，すべてのストレス因子平均得
点もストレス基準値を下回り，COVID-19流行時におい
ても，対象学生のメンタルヘルスは悪化していないこと
が伺われた。今回の調査期間には，緊急事態宣言期間
（4月 25日～6月 20日）及びまん延防止等重点措置期間
（6月 21日～7月 11日）が含まれており，COVID-19の
感染者数が増加していた期間であったが，大学では感染
症対策を行いながら対面授業が行われていた時期でもあ
った。これより，この時期の大学生は感染症対策を行う
ことによって対面授業にも参加することが可能となり，
非流行時と大差ない生活を送っていた可能性がある。ま
た，最初の緊急事態宣言から 1年以上が経過している上
に，大学生は COVID-19の重篤化や死亡リスクが少な
いこともあり，COVID-19への恐怖は低いものであった
と考えた。
本研究の結果では，COVID-19への恐怖や感染予防対

策は大学生の抑うつ状態に影響を示さず，学業とアルバ
イトに対するストレス因子が影響することが示された。
ただし，COVID-19流行による学習方法の変更による学
業への不安の増加や，アルバイト雇用の不安定さなどが
考えられ，COVID-19流行が間接的に大学生の抑うつ状
態へ影響している可能性も否定できないと考えた。今回
の研究の結果で，学業ストレスの高い学生が約 20％も

存在していたことから，COVID-19流行時でも学生が安
心して学べる環境を作ることが，抑うつ状態の予防の観
点からも重要であると考えられた。
本研究の主たる限界点は 3つある。1つ目は，感染予

防対策の程度を自作のアンケートで調べたため，感染予
防対策の程度を適切に捉えられているかについて検討の
余地があることである。2つ目は，研究参加者は研究参
加に協力的な学生であったことから，抑うつ状態やスト
レス状態が低く示された可能性があることである。3つ
目は，本研究は，COVID-19流行時の一時期における横
断研究であり，様々な状況を呈する COVID-19の流行
における検討ではないことである。今後は，評価方法の
信頼性と妥当性をあげ，対象者の範囲と人数を増やし，
縦断的調査研究などを行っていく必要があると考える。
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